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令和 8 年 3 月 1 日発 行

令和 7 年度/ 登 録第 3 号

日頃 よ り、 学 園運 営 へ の ご理解 と ご協

力 を賜 り、 心 よ り御礼 申 し上 げます。

草 木 も芽 吹 き始 め、 い よ い よ春 本番 が

近 づ いて ま い りま した。 子 どもた ち ー 人

ひ と りに と って 、 この 一年 の 成長 を実感

で き る季 節 で もあ ります。 上 手 くい った

こ とも、 そ うで な か った こ とも、 そ の ー

っ ひ とつが 「生 きて きた 財産 」 で あ り、

「未 来 へ の 繋 が り」 で あ る と感 じて も ら

えた ら、何 よ り嬉 しく思 い ます。 そ ん な

思 い を抱 きな が ら、春 を迎 え よ う と して

います 。

そ して現 在 、 門 出 を祝 う会 に向 け、 職 員全 員 によ る卒 園生 へ のサ プ ラ イ ズ と して 、 合 唱 の 練 習 を進 め て

お ります ( 子 どもた ち には 内緒 で す ) 。 この 「野 火止 8 7 号 」 が 皆 さ まの お手 元 に届 く頃 には、 す で に門

出 を祝 う会 は終 わ って い る こ と と思 い ます が ••・練 習 の段 階か らすで に 目頭 が 熱 くな って しま い、 本 番 で 最

後 まで 歌 い切 れ るか 少 々心 配 して い ます。 それ で も、 この職 員サ プ ラ イ ズが 、 卒 園 す る子 どもた ら の 「自

分 ら しく生 きて い く」 た め の 第 一歩 を後 押 しす るエ ール と して 届 く ことを願 い、 心 を込 め て 歌 い切 りた い

と強 く思 って います。

話 は変 わ ります が、 い よ い よ今春 (3 月 ) よ り園 舎 の 改築 工 事 が 始 ま ります。

工 事 は現 敷地 内で の ロー リング方 式 によ り、 全 体 で およそ 6 年 をか けて 進 め られ る予 定 で す 。 工 事 期 間

中 は、 園 庭 や 講 堂 な どの利 用 が制 限 され 、 子 どもた ら の遊 びや 余 暇活 動 に影 響 が 生 じる こ とが 予 想 され ま

す 。 そ の た め 、 児 童 の 生 活 の 質 を どの よ うに確 保 し、 心 身 の健 や か な 成 長 と安 心 した 日常 を守 って い く

か 、 しっか りと考 えて い き ます。 また、 近 幡 の 皆 さ ま には、 工 事 車両 の 出 入 りや 騒 音 な ど、 ご迷惑 を おか

けす る場 面 が 生 じるか と思 い ます。 当 学 園 といた しま して も、 可 能 な 限 りの配 慮 を行 いな が ら進 め て ま い

ります の で 、何 卒 ご理解 と ご協 力 をお願 い 申 し上 げ ます。

園 舎 改 築 によ り、 子 どもた ら の 生 活 が よ り豊 か にな り、 安 心 して 暮 らせ る環 境 が整 う こ と、 そ して これ

まで 以 上 に 「小 山児 童学 園 で暮 らせ て 良 か った」 と感 じて も らえ る機 会 とな る ことを、 心 よ り願 って お り

ます 。

な お、 本 号 の 最 終 ペ ー ジ には、 今年 度 ご寄 付 を賜 った方 々 の お名 前 を掲 載 して お ります 。 皆 さ まの 温 か

い ご厚 志 によ り子 どもた ら の 生 活や 学 園運 営 が 支 え られ て い ます ことに、 改 め て 深 く感 謝 申 し上 げます 。

小 山児童 学 園 園長 山中 茂 幸
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ハロウ ィン
ハ ロ ウ ィ ンの 飾 りつ け は 子 ど も 達 が お 手

伝 い を して くれ 、事 務 所 内が 一 気 に八 ロウ ィ

ンの 雰 囲 気 に包 まれ ま した。

ハ ロ ウ ィ ン 当 日は 思 い 思 い に 手 作 りで 仮

装 を し、事 務 所 や 他 寮 へ行 って 「おか しを く

れ な い といた ず ら しら やうぞ」と言 って、職

員 か ら お 菓 子 をた く さ ん も ら って 嬉 しそ う

で した 。

調 理 さ ん が 作 って くれ た ハ ロ ウ ィ ン仕 様

の 料 理 は、とて も鮮 や か で食 べ るの が 勿体 な

い ぐ らいで した 。

ク リス マ ス の 飾 りつ け が 始 ま る

と、 「も うす ぐク リスマ スだ」 とワ

ク ワ ク して き ますね 。

当 日は各 寮 で ビン ゴ大 会 、マ リオ

カ ー ト対 決 を し、どれ も楽 しく過 ご

す ことが で き ま した 。子 どもた ら の

笑 顔 で 溢 れ 、サ ンタ さん か らの プ レ

ゼ ン トは、恥 ずか しが りな が らも嬉

しそ うに受 け取 って いま した 。

ク リス マ ス 会 メニ ュ ー も 豪 華 で

箸 が 止 ま らず 職 員 含 め 全 員 お 腹 い

っぱ いで 幸 せ で した 。



令和 8 年 3 月 1 日 こやまだより 野火止 (3 )

今年 も恒 例 の 餅 つ き体 験 を無 事 開催 す る こ とが で き ま した。

当 日 は多 くの 方 に ご参 加 い ただ き、 笑 顔 と活 気 にあ ふれ た一 日

とな りま した。

今 回 の 開 催 は 改 築 工事 前 に園 庭 を使 用 す る 最 後 の機 会で もあ

り、思 い 出深 い時 間 を過 ご しま した。

餅 つ き に挑 戦 す る 園の 児童 や 近 隣 の子 ど もた ち と、 世代 を超 え

た 交 流 を通 して地 域 の 繋 が りを改 め て 感 じる ひ と と き とな りま

した。

ご協 力 いた だ いた 皆 さ ま、 誠 にあ りが と う ござ い ま した 。

奏 金休 み の様 子 〇
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令 和 7 年 度 ご寄 付 者 及 びボランティアの皆様

皆様 のご厚 志 に心より感 謝 いたします (順 不 同)

• 河 村 吉 美 様

• 寺 嶋 敏 行 様

• 加 藤 安 広 様

• (株 ) イ トー ヨー カ ドー 労働 組 合 東 久 留 米 支 部

• (株 ) チ ュ チ ュ ア ンナ 御 中

• 明 治 安 田生 命 相 互 会 社  御 中

• 全 国 シ ャ ン メ リー 協 同組 合  御 中

• 東 久 留 米 市 歌 謡 同好 会 一 同 様

• い さお リン ク 笹 川 功 様

• ほ っ と もっ と 御 中

• イ オ ン リテ ー ル (株 ) 東 久 留 米 店 御 中

• 日本 鏡 餅 組 合 御 中

• (株 ) 東 京 住 建 御 中

• Hi gashi kur ume 麦

• 麦 の収 穫 祭 実 行 委 員 会

• 東 京 エ イ ドセ ン ター 御 中

• 医療 法 人 社 団 幸 良 会 野 島 大 輔 様

• あ が な い 教 会 様

• YOUR BI G FAMI LY 様

• NPO団 体 は ぐ くみ 様

• み らい 子 ど も財 団 様

• 中央 大 学 青 い 鳥 様

• 学 生 団 体 SWI TCH 様

子 どもた ちの 日々の成 長 や 沢 山の行 事 をお伝 えす る 中で、 多 くの方 々 に支 え られ て い る こ とを改 めて感 じる

一年 で した。

本 号 で今 年 度 最 後 の発 行 とな ります が 、 次年 度 も子 どもた ちの笑 顔 と安 心 で き る生 活 をお 届 けで き る よ う

日々の支援 を丁寧 に取 り組 ん で まい ります 。

今 後 とも ど うぞ よろ しくお願 い い た します 。

広 報誌 『野火 止 』 担 当 大塚 • 小 林 (桜 寮 ・竹 寮所 属 )

、誠 に あ りが と うご ざい ま した。


